
○「いじめ防止基本方針」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ いじめが発生した場合の対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

被害生徒への継続した支援 

①事実確認を行い、情報収集等を通じ、事実関係の把握を
正確かつ迅速に行う。 

②いじめ対策委員会等を開催し、情報を共有する。 
③時間の経過や関係者など、できるだけ具体的な状況を聴
き取る。その際、生徒の心の痛みなどを軽減するように
努める。 

④被害生徒を守り抜く姿勢を示したうえで、関係諸機関と
連携を図る。話しやすい雰囲気をつくるとともに、ＳＣ
や信頼されている教職員等が対応する。 

⑤養護教諭等や相談員、ＳＣ等が協力して心のケアに努め
る。 

加害生徒への継続した指導 

①事実確認を行い、情報を収集し、事実関係の把握を正確
かつ迅速に行う。 

②いじめを起こした背景や、時間的な経過など、できるだ
け具体的な状況を把握する。当該生徒の課題を生活背景
等と関連させて明確にする。 

③聴き取りは、不用意に周囲に知れることがないように配
慮をする。 

④心理的な孤立感・疎外感を与えることがないように十分
に配慮をする。 

⑤いじめが一定の限度を超える場合には出席停止の措置を
講じたり、警察等関係機関の協力を求める。特に暴力や
恐喝など犯罪行為の場合は警察と連携して対処する。 

保護者への継続した
支援と助言 

○つながりのある教職員を中心に、即日、関係生徒（被害、加害とも）の家庭訪問を行い事実
関係を伝えるとともに、今後の学校との連携方法について話し合う。 

 人権尊重の精神を基本に据え、学校、保護者、地域が一体となって心身に重大な影響を及ぼすいじめから、すべての生徒を
守る。そして、安心して充実した学校生活を送ることができるよう、いじめ防止に向けた取組を明らかにするとともに、いじ
め問題を追放し、根絶することを目的とする。 

 「めざす生徒像」 
 
○自ら考え、判断し、表現する生徒 
○自分に厳しく、人にやさしい生徒 
○困難に対しても果敢に挑戦する生徒 

 「いじめ対策委員会」 
学校関係者 
・校長・教頭・生徒指導主事 
・学年主任・当該関係教諭・養護教諭 

 専門家・外部関係者 
・ＳＣ ・ＳＳＷ 
・学校相談員 

  

 「ＰＴＡとの連携」 
・育成会総会 
・評議員会・理事会 
・郊外補導部会 
・学年、学級理事会 
・部活動振興会 など 

 「関係機関との連携」 
・教育委員会・警察  ・子育てサポート課 
・法務局 ・医療機関・民生委員  
・スクールサポーター ・少年センター 
・女性こども障がい者支援センター・学校評議員など 

 「生徒会活動」 
・人権集会でのいじめ根絶宣
言をする。 

・生徒会の自己指導能力の育
成を目指した自主的な取組
について示す。 

いじめ情報 

情報キャッチャー 

学年担当・学年主
任・生徒指導主事
への報告 

いじめ対策委員会 

いじめが疑われるような動きがあった場合 
いじめを発見した場合 
生徒や保護者・地域住民から相談や通報があった場合 

遊びや悪ふざけなど、いじめと疑われる行為を発見した場合は、その場でその行為をやめさせる。 
一人で抱え込まず、速やかに関わりのある職員に報告し、組織で対応する。 

直ちに報告する 校長・教頭へ報告 

速やかに関係生徒から事情を聞き取るなどして、いじめ対策委員会と連携して、いじめの事実の
有無について確認する。 

関 係 機 関 

「いじめ対策委員会」での関係生徒からの聞き取りや今後の指導・支援体制を確認する。 
犯罪行為として取り扱うべきものと判断したときは、ためらうことなく所轄の警察署に相談して、
適切に援助を求める。 


